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8駅 36駅

都心交通計画推進事業

-4,745 4,745

※１　当初予定していた事業に加え、新たに実施内容を追加したことから、事業費がアップした。

札幌駅前通地下歩行空間整備事業

札幌駅前通地下歩行空間活用推進検討

84.9

5,000

車いす対応券売機・改札機・精算機の導入

公共交通ＩＣカード導入検討（終了）

創成川通アンダーパス連続化事業

都市景観重要建築物等の保全事業

福祉のまちづくり環境整備事業

地下鉄駅施設のバリアフリー化の推進

将来交通体系の検討（交通実態調査）

交通バリアフリー推進事業

計 画
事 業 費

16 年 度
( 決 算 )

合 計

777,860 1,960,345

実　績　事　業　費
17 年 度
( 決 算 )

43,354

34,25546,707

82

64.9

95.3

142

76.2

85.8

135.9

615.6

839

91.4

55.9

117.6

2,397,000

30,779

2,814,000

846,000

2,213,000

18,000

83,019

1,010,710

2,853,738823,100

123,000

88.6

236.8

0

71,648

7,839

171,775

43.607,839

951,0003,582,000

62,145

212,733

6,868,000

33,000

31,000 10,600

26,000

191,000

100,000 0

3,4659,09318,000 8,610

－ 0 3,600

1,522,000287,112

2,100,000 896,000 1,134,638

7,026

10,000

（仮称）札幌市公共施設景観デザインガイドラインの策定

都市景観形成地区の検討および指定事業

4,853

194,000 645,000

7,926 18,000

839,000

3,000

291,276136,609

6,600

21,168

5,931,040

24,000 6,452 13,4092,7814,176

1,103,5006,487,000 1,793,640 3,033,900

19,4693,2509,193

6,5592,015

255,183

14,3014,116

8,579

10,000 0 7,621

4,292

4,400

4,287

8,940

45,19054,862

17 年 度 末
( 実 績 )

3,8647,614

4,343,000 89.6

113.6

25,940

49駅49駅

6,400

42駅

14駅

37,478

6,152,112

　

99.43,560,733

162,197

　

83.7

3,66215,000 6,523

3,221

2,4498,000 2,095

0

施
策
の
基
本
方
針

　歩行者や自転車利用に配慮して、公共交通機関を軸とした環境に負荷をかけない交通体系を
確立するとともに、駅やターミナルなどがある交通の要所（交通結節点）をはじめとする地域の中心
となる拠点に視点をおいたまちづくりを、美しい都市景観に配慮しながら進めます。
　「まちの顔」となる都心については、質の高い生活の場であり、まちの魅力を表現する場として、
人と環境を重視した再生を進めます。

113,804

41,382

施策
番号

185,000

130,000

5,044 87.7162,202

世界に誇れる環境の街さっぽろ

歩いて暮らせる快適で美しい街の創造

新 ま ち づ く り 計 画 （ H16 ～ 18 ） 施 策 総 括 調 書

18 年 度
( 決 算 )

事　　業　　名

（ 単 位 : 千 円 ）

基 本 目 標

重点戦略課題

3

4

122,344 94.1

進 捗
率

1,059,750 677,613543,828

79.7

2,281,191 81.1

211,160444,32318,366 673,849

魅力ある地下鉄等料金サービスの提供

路面電車経営形態検討調査
 ※1

375,001 759,961129,777

交通結節点改善事業 
※2

民間再開発による地域まちづくりへの支援事業

苗穂駅周辺のまちづくり

市民交流広場活用事業
※3

市民との協働による都市計画制度の普及

歩道のバリアフリー化事業

施 策

番 号

18 年 度 末
( 実 績 )

49駅47駅35駅

49駅

41駅

30,000

緑を感じる都心の街並み形成計画策定および推進事業

大通・駅前通の景観保全型広告整備地区の指定

535,000

※２　事業効果の早期発現を目指し、事業着手年度を１年早めるとともに、各年度の実施内容を見直すことにより、事業費がアップした。

※３　試行実施の結果、一定の事業効果が見込まれたことから平成17年度より予算計上して執行した。

16 年 度 末
( 実 績 )

15 年 度 末
( 現 状 )

歩行者と自転車の共存する空間の創出事業

項　　　　　　目

追 加 ・ 補 強 事 業 の 実 施 状 況( 参 考 )
公共交通利用環境改善調査検討 -

計　　画　　事　　業　　の　　実　　施　　状　　況

主　な　施　設　、　サ　ー　ビ　ス　等　の　整　備　水　準

18 年 度 末
( 目 標 )

20駅

乗継施設整備検討

「スマートサイクルプログラム　in　札幌」策定事業

39駅

15.3km

36駅

27駅

22駅

17駅

22駅

43駅

49駅

3駅

7.9km 11.6km

地下鉄駅への車いす対応改札機の導入

21km19.4km

地下鉄駅エレベーター設置

地下鉄駅施設のバリアフリー化(点字ﾌﾞﾛｯｸなど)の推進

8駅

※1　札幌市交通バリアフリー基本構想に定めた重点整備地区における特定経路

バリアフリー化が完了した歩道
※1

の延長

0駅

37駅

0駅

地下鉄駅への車いす対応券売機の導入

地下鉄駅への車いす対応精算機の導入
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施策２

●「将来交通体系の検討」に関する調
査手法の検討、現状課題の整理

●ＪＲ稲積公園駅エレベーター、多機能
ﾄｲﾚの設置
●すすきの駅、平岸駅、南郷18丁目
駅、円山公園駅でのエレベーター、車
いす使用者用ﾄｲﾚ設置
●地下鉄駅の誘導用ブロックや触地図
等整備　8駅
●地下鉄駅のワイド改札機15台、券売
機41台、精算機15台設置
●公共交通ICｶｰﾄﾞ導入に向けた交通
事業者との検討
●地下鉄専用1日乗車券｢ドニチカキッ
プ｣の発売　65万枚

●路面電車事業の民間参入手法等の
検討

●「将来交通体系の検討」に関する調
査項目､付帯調査の検討､道路交通セ
ンサスの実施
●JR森林公園駅エレベーター､多機能
ﾄｲﾚの設置
●南郷18丁目駅、円山公園駅、中島公
園駅、菊水駅のエレベーター、車いす
使用者用ﾄｲﾚ設置
●地下鉄駅の誘導用ブロックや触地図
等整備　6駅
●地下鉄駅のワイド改札機23台、券売
機41台、精算機17台設置

●地下鉄専用1日乗車券｢ドニチカキッ
プ｣発売実績　199万枚、市電専用1日
乗車券の発売実績　4万枚
●「札幌を元気にする路面電車検討会
議」の実施

●交通実態調査の実施

●JRあいの里教育大駅エレベーターの設
置
●南郷7丁目駅、北18条駅、中島公園駅
のエレベーター、車いす使用者用ﾄｲﾚ設
置
●地下鉄駅の誘導用ブロックや触地図等
整備　8駅
●地下鉄駅のワイド改札機15台の設置

●地下鉄専用1日乗車券｢ドニチカキッ
プ｣作成　464万5千枚、市電専用1日乗車
券「どサンこパス」の作成　10万枚
●「さっぽろを元気にする路面電車検討
会議」の結果を提言としてまとめました。

地域の中心となる拠点のまちづくり

都心の再生

●札幌駅前通地下歩行空間本体工事、
街路樹移植等
●札幌駅前通地下歩行空間活用に係る
施設運営計画の検討
●創成川通ｱﾝﾀﾞｰﾊﾟｽ連続化に係わる本
体工事、地上部の設計等

●苗穂駅周辺地区まちづくり計画策定
に向けた調整及びまちづくり活動の支
援
●厚別区市民交流広場の活用（新さっ
ぽろキャンドルナイトの実施）
●JR琴似駅北口地区、北８西３東地
区、東札幌１条地区の再開発への支援
●まちづくりに役立つ都市計画の本作
成
●11.6kmの歩道をバリアフリー化（特定
経路の約4割）
●札幌駅周辺の駐輪場有料化等の検
討
●自転車等放置禁止区域の拡大(地下
鉄白石駅、JR手稲駅)
●新さっぽろ駅、栄町駅の乗継円滑化
検討
●都市景観形成地区パンフ作成（大
通・札幌駅前通北街区）

●景観保全型広告整備地区指定委員
会の設置

●札幌駅前通地下歩行空間予備設計
等
●札幌駅前通地下歩行空間の活用方
策の検討
●創成川通ｱﾝﾀﾞｰﾊﾟｽ連続化に係わる
樹木移植等

●札幌駅前通地下歩行空間実施設
計､準備工事等及び案内ｻｲﾝ計画検討

●創成川通ｱﾝﾀﾞｰﾊﾟｽ連続化に係わる
仮設工事等

環境に負荷をかけない公共交通の利用促進施策１

１6　年　度　(　実　績　) 17　年　度　(　実　績　) 18　年　度　(　実　績　)

基 本 目 標

4

新 ま ち づ く り 計 画 （ H16 ～ 18 ） 施 策 総 括 調 書

歩いて暮らせる快適で美しい街の創造

主　　　な　　　取　　　組　　　内　　　容

●JR白石駅自由通路、南北駅前広場
等の設計、用地補償

●苗穂駅周辺まちづくり計画の策定

●「”新”さっぽろ冬まつり」の開催

●JR琴似駅北口地区、北８西３東地
区、東札幌１条地区の再開発への支援
●「まち本」の活用などによる都市計画
制度の普及
●15.3kmの歩道をバリアフリー化（特定
経路の約6割）
●都心部における駐輪場整備計画の
検討
●自転車等放置禁止区域の拡大(月寒
中央駅､新道東駅、JR新川駅)
●栄町駅の乗継円滑化検討
●｢都市景観重要建築物等助成要綱｣
の策定､助成等支援
●「公共施設景観デザインガイドライ
ン」策定に向けた公共施設周辺の基礎
調査
●都市景観形成地区の新規指定地
区、既指定地区の基準見直し等の調査
●景観保全型広告整備地区の基本方
針策定

●ＪＲ白石駅周辺地区整備事業に係わる
用地補償の実施、支障物件の移設、施設
デザインの検討
●苗穂駅周辺まちづくり計画に基づく調
整

●「”新”さっぽろ冬まつり」の開催

●北８西３東地区、東札幌１条地区の再
開発への支援
●「まち本」の活用などによる都市計画制
度の普及
●19kmの歩道をバリアフリー化（特定経
路の約７割）
●大通周辺の放置自転車即時撤去、駐
輪場有料化の検討
●自転車等放置禁止区域指定（大谷地
駅）

●栄町駅の乗継環境改善検討
●都市景観重要建築物等の指定の促
進、助成等支援
●仮称　公共施設景観ガイドライン（案）を
策定
●都市景観形成地区の新規指定地区、
既指定地区の基準見直し等の検討
●景観保全型広告整備地区指定制度理
解・周知のための研修会の実施

3

施策３

世界に誇れる環境の街さっぽろ

重 点 戦 略 課 題
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18　年　度　(　実　績　)

●緑を感じる都心の街並み形成計画
策定
●都心交通計画フォローアップ検討会
の開催、都心交通社会実験の実施

●札幌駅前通、創成川通における沿道
関係者等とのまちづくり指針検討
●都心交通計画施策展開ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの検
討、すすきの地区交通社会実験、都心
部荷さばき対策実証実験の実施

●創成川通地上部再整備に係るデザイン
検討
●すすきの地区交通社会実験、大通地
区タクシー客待ち環境改善社会実験の実
施

施策３ 都心の再生

１6　年　度　(　実　績　) 17　年　度　(　実　績　)

成 果 指 標 か ら 見 た 重 点 戦 略 課 題 の 評 価

項目3 「街に活気がある」と感じる人の割合（％）

駅（７５駅）のバリアフリー化の状況（％）歩道のバリアフリー化の状況（％）

項目4 都心部の歩行空間の屋外広告・看板の数（個）

項目1 項目2

・公共交通の利用促進に向けては、利便性向上に向けた取
り組みの継続とともに、これまで以上に公共交通事業者相
互の連携や市民・企業との協働の取り組みが必要となる。

施
策
１

成　　果　　指　　標　　等　　の　　動　　向

・民間再開発事業への支援や交通結節点、歩道のバリアフ
リー化などの施設整備のほか、「まち本」の活用などによる
都市計画制度普及の取り組みや景観などまちづくりに係る
様々なルールづくりの取り組みが進んでいる。

・自転車駐車対策は、駐輪場確保と合わせて、自転車利用
者のマナー向上が重要である。また、拠点のまちづくり計画
や景観などのルールに基づき、市民や企業と連携を図りな
がら、計画の具体化に向けた取り組みが必要となる。

・都心の骨格軸である札幌駅前通地下歩行空間や創成川
通アンダーパス連続化事業に合わせて、「緑を感じる都心
の街並み形成計画」に基づく、うるおいとやすらぎある都市
空間の創造に向けた検討や札幌駅前通地下歩行空間の
活用検討などにより都市再生の取り組みが進んでいる。

・都心部の大規模プロジェクトの実施にあたっては、引き続
き、工期短縮やコスト縮減の視点が重要であり、さらに完成
後、これらをうまく活用する仕組みづくりが必要である。

施
策
２

施
策
３

・公共交通機関のバリアフリー化の推進や地下鉄専用1日
乗車券「ドニチカキップ」や市電専用１日乗車券「どサンこパ
ス」などの取り組みとあいまって、地下鉄の乗車人員（1日平
均）は16年度、17年度、１８年度と続けて、前年比プラスと
なった。

評　　　　価（　成　　果　）

世界に誇れる環境の街さっぽろ

課　　　　　　　　　題

基 本 目 標 3

新 ま ち づ く り 計 画 （ H16 ～ 18 ） 施 策 総 括 調 書

　「歩道のバリアフリー化の状況」については当時設定した目標値に向け、着実に進められてきた。「駅のバリアフリー化の状況」について
は平成17年度に目標値を達成している。「街に活気があると感じる人の割合」については、アンケート結果であるため各年でばらつきはあ
るが、総じて上昇していると考えられる。「都心部の歩行空間の屋外広告・看板の数」については１８年度中に地区指定をしていないた
め、道路占用の適正化指導による路上看板の是正指導による成果が殆どであるが、数値的には目標値に近づいている。
　どの項目についても計画作成時の現状数値から、当時定めた目標値に向かって着実に値が近づいていることから、一定の成果があっ
たと判断される。

重 点 戦 略 課 題 4 歩いて暮らせる快適で美しい街の創造
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本成果（目標値）は、H18の地区指定後の指導・
対策により達成するものであるため、H15～H17
の間（検討委員会や地元説明会を実施）の事業
経過中には、成果として現れないものです。


